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2025年4月21日 

投資家の皆様へ 

Ｔ＆Ｄアセットマネジメント株式会社 

「Ｔ＆Ｄインド中小型株ファンド（愛称：ガンジス）」 
「ダイヤモンド・ザイ NISA投信グランプリ2025」受賞のお知らせ 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、弊社が運用しております「Ｔ＆Ｄインド中小型株ファンド（愛称：ガンジス）」（以下、「当ファンド」といいま

す。）が、「ダイヤモンド・ザイ NISA投信グランプリ2025」において、「優秀賞」を受賞しましたので、お知らせいたし

ます。 

ダイヤモンド・ザイ NISA投信グランプリ2025 

部門 賞 ファンド名 

新興国株部門 

(インド株) 
優秀賞 

Ｔ＆Ｄインド中小型株ファンド 

（愛称：ガンジス） 

当ファンドの詳細につきましては、当社HPよりご覧いただけます。 

（https://www.tdasset.co.jp/fund/IMS/） 

当ファンドを約4分でご紹介した動画もございます。併せてご参照ください。 

今回の受賞を励みとして、今後も投資家の皆様に信頼される商品の提供と運用に努めてまいります。 

敬具 

動画はこちら

https://www.tdasset.co.jp/fund/IMS/
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■「ダイヤモンド・ザイ NISA 投信グランプリ 2025」について

ダイヤモンド社が発行する月刊マネー誌『ダイヤモンド・ザイ』が主体となり、「個人投資家目線で NISA で本当に買いの

投信を表彰する」新しいアワード。2023 年からスタートして今年で 3 回目。個人投資家にとって、長期で安心して保有で

きる投資信託を公平・中立な立場で実績の数値をもとにした完全な実力主義で選出している。評価方法の詳細は『ダイ

ヤモンド・ザイ』2025 年 6 月号に掲載。

「ダイヤモンド・ザイ NISA投信グランプリ2025」は、『ダイヤモンド・ザイ』編集部が信頼し得ると判断した過去のデータに

基づいた情報提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するもの

ではありません。また本グランプリは信用格付を行うものではありません。 

本グランプリに関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は『ダイヤモンド・ザイ』編集部に帰属しており、無断

転載・複製等を禁じます。 

■【評価対象】について

・2024 年 12 月末時点で、日本国内で販売登録されており、新 NISA 対象の投資信託。

・2024 年 12 月末時点で、5 年以上の運用実績がある投資信託。フレッシャー賞は 3 年以上 5 年未満の運用実績があ

る投資信託。

・2024 年 12 月末時点で、純資産 10 億円以上の投資信託。

※評価方法の詳細につきましては、『ダイヤモンド・ザイ』2025 年 6 月号をご覧ください。
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当資料はＴ＆Ｄアセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、投資勧誘を目的としたものではありま

せん。当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づいて作成したものですが、その正確性・完全性を保証

するものではありません。また投資信託の取得をご希望の場合は、下記のご留意事項を必ずご確認いただき、ご自身

でご判断ください。 

 

投資信託のお申込みに際してのご留意事項  

 

投資信託に係るリスクについて 

投資信託は、株式、債券、投資信託証券など値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）に投

資しますので、運用実績は市場環境等により変動します。したがいまして、投資元本が保証されているものではなく、こ

れを割込むことがあります。これら運用による損益は全て投資者に帰属します。  

また、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異なることから、

リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資に当たっては投資信託説明書（交付目論見書）をよくお読みいただき、ご

自身でご判断ください。 

 

《ご注意》  

上記は一般的な投資信託を想定しております。投資信託に係るリスクはそれぞれの投資信託により異なりますので、ご

投資される際には、ファンドの「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容をよくお読みください。 

 

 

ファンドに係る費用について  

◇投資者が直接的に負担する費用  

 購入時手数料・・・上限 3.30％(税込) 

 信託財産留保額・・・0.30％ 

◇投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用（信託報酬）・・・ファンド：年1.221％(税込) 

                   実質的な負担：年2.051％（税込）程度 

                   （ファンドが投資対象とする外国投資信託の信託報酬を加味して、受益者が実質的に

負担する信託報酬率について算出したものです。） 

その他費用・手数料・・・上記以外に保有期間に応じてご負担いただく費用があります。  

投資信託証券を組み入れる場合には、間接的にご負担いただく費用として、当該投資信託の資産から支払われる

運用報酬、投資資産の取引費用等が発生します。これらの間接的な費用のご負担額に関しましては、その時々の各

投資信託証券の組入比率や取引内容等により金額が変動しますので、事前に料率、上限額等を示すことができま

せん。 

 

※上記の費用の合計額については、投資者がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することがで

きません。  

※詳細につきましては販売会社がお渡しする「投資信託説明書(交付目論見書)」で必ずご確認ください。 

 

 

 


